
鹿公園の歴史

　JR追分駅から西に約500メートル、日本最古の保健保安林の中にある「鹿公園」は憩いの場と
して親しまれ、最近ではキャンプ人気もあいまって、町外から来園者も増えています。
　普段何気なく鹿公園の前を通り過ぎている、散歩をしているという町民の皆さんに、鹿公園の
歴史を知って、より親しみを持っていただけたらと思い、この特集を企画しました。

　明治23年に北海道炭砿鉄道室蘭線・夕張線の建設工事が行われる以前、追分地区（当時は植苗村）は
原生林だったそう。鉄道の建設工事に伴い、無人地帯であったこの地に工事関係者が移住してくるよう
になりました。明治30年制定の旧森林法に規定された公衆衛生林が根拠となり、明治35年に日本最古の
保健保安林として現在の鹿公園周辺が指定されます。指定されたことで当時のまま残され、現在に至っ
ています。

明治35年
日本最古の保健保安林として指定される。
当時の推定保安林面積は約37.5ha。平成３年度～平成５年度

鹿公園整備事業の実施
　⇒保安林を鹿公園として整備
【主な施設】イベント広場、キャンプ場、憩い 
の広場、遊歩道、管理棟、屋外ステージ、 
バーベキューハウス、動物ハウス、四

し あ

阿（休憩所）
●

平成６年３月

鹿公園の供用開始⇒名称「追分町鹿公園」に。●
平成18年
旧追分町と旧早来町が合併し「安平町」に。
それに伴い、名称を「安平町鹿公園」に変更。

● 平成20年～平成25年
・鹿公園周辺整備工事
・鹿公園内幼児対象施設設置工事
・鹿公園ドッグラン整備工事 など●

●

日本最古の保健保安林
「鹿公園」の歴史
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